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Table 1.  ガマズミ属４種の開花終了３週間後の平均残存率（±標準偏差） 
         コントロール  強制他家授粉  強制自家受粉  自動自家受粉  
ミヤマガマズミ  0.14(±0.15)a    0.35(±0.17)b    0.05(±0.05)ac     0 .008(±0.02)c 
コバノガマズミ    0.30(±0.11)a    0.50(±0.26)b    0.26 (±0.26)a      0 . 05 (±0.11)c 
ガマズミ          0 .07 (±0.10) a    0 .14(±0.14)b    0 .01 (±0.02)c      0.003(±0.009)c 
ヤブデマリ         0 .32(±0.20) a    0 .47(±0.14)  a    0.13 (±0.08)b      0 . 04 (±0.07)c 
a.b.c.d：異なる文字は平均値に統計的有意差( p < 0.05)があることを示す 
 
 
          
Fig. 1.  ガマズミ属４種の開花率の時間的変化。４月１５日を開花１日目とする。 
